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平
素
よ
り
皆
様
方
に
は
香
川
県
高
等

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
活
動
に
多
大
な

る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
連
合
会
は
今
年
で
63
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
歩
み
を
支
え
て
い
た
だ
い

た
の
は
、
先
人
の
皆
々
様
の
熱
意
と
た

ゆ
み
な
い
ご
尽
力
の
賜
物
と
存
じ
、
深

く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
私
は
、
高
Ｐ
連
会
長
就
任
か
ら
早
い

も
の
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
就
任
以

来
の
多
く
の
方
々
と
の
出
会
い
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
出
会
い
は
私
に

と
っ
て
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
重
責
で

は
あ
り
ま
す
が
、
感
謝
を
し
つ
つ
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
本
会
で
は
広
報
活
動
の
新
規
事
業
と

し
て
、
こ
の
た
び
「
香
川
県
高
Ｐ
連
だ

よ
り
」
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
今
回

が
第
１
号
と
な
り
ま
す
。
本
会
活
動
及

び
県
下
各
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
内
容
を
紹
介
し
、
本
会

及
び
各
校
間
の
情
報
交
換
を
図
っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
方
が
諸
問
題
に
取

り
組
む
う
え
で
参
考
に
さ
れ
、
ま
た
互

い
に
知
恵
を
出
し
合
い
、
共
に
考
え
解

決
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
日

本
は
未
曾
有
の
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
す
。
そ
し
て

追
い
打
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
な
原
発

問
題
。
当
時
、
誰
も
が
日
本
の
未
来
を

絶
望
し
か
け
た
と
き
、
被
災
地
の
若
者

に
日
本
の
復
活
の
光
、
希
望
を
見
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
避
難
所
で
老
人

に
声
を
か
け
て
い
る
高
校
生
、
自
ら
が

被
災
者
に
も
か
か
わ
ら
ず
避
難
所
で
物

資
を
運
ん
で
い
た
高
校
生
。
震
災
前
の

日
本
で
は
、
一
見
個
人
主
義
が
横
行
し
、

武
士
道
の
よ
う
な
日
本
人
の
精
神
的
美

徳
は
完
全
に
失
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
思

え
ま
し
た
。
し
か
し
当
時
、
震
災
で
日

本
人
が
見
せ
た
振
る
舞
い
は
、
形
骸
的

な
個
人
主
義
で
は
な
く
日
本
人
の
魂
か

ら
発
せ
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　
あ
の
時
よ
り
３
年
、
未
だ
復
興
道
半

ば
の
今
の
日
本
は
数
世
紀
に
一
度
の
大

転
換
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
民
族
、
宗

教
、
文
化
を
越
え
、
か
つ
、
環
境
と
共

生
す
る
地
球
市
民
社
会
と
い
う
新
し
い

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
混
沌
と
し
た

時
代
に
は
必
ず
次
の
時
代
へ
の
橋
渡
し

と
な
る
若
者
が
彗
星
の
ご
と
く
現
れ
、

日
本
を
動
か
し
て
き
ま
し
た
。
地
位
や

名
声
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
自
分
の

信
念
を
貫
く
、
そ
ん
な
若
者
を
時
代
は

求
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
香
川
県
よ
り
、

困
難
な
時
代
を
切
り
開
く
若
駒
が
今
ま

で
以
上
に
輩
出
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待
し

て
や
み
ま
せ
ん
。

　
高
Ｐ
連
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
先
生

方
の
『
教
え
』
と
私
た
ち
保
護
者
の

『
育
み
』
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め

に
も
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
高
Ｐ
連
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
今
ま
で
以
上
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

香川県高等学校ＰＴＡ連合会

会長　泉　　満
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第64回全国高P連大会福井大会報告
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●期　日　平成28年7月15日（金）　●会　場　アルファあなぶきホール　大ホール
●参加者　中国・四国地区高等学校PTA会員　約1,800名

●期　日　平成26年10月17日（金）・18日（土）
●訪問校　立命館大学、同志社大学、佛教大学、京都調理師専門学校

高Ｐ連より

親育ち応援フォーラム（仮称）

　子育て真っ最中の若い保護者などに対して躾の大切
さを訴え、理解啓発を図る。
●日　時　平成27年2月11日（水・祝日）　13:30～16:15
●会　場　三木町文化交流プラザ
●内　容　講演　　講師　親野　智可等　氏
　　　　　パネルディスカッション

かがわ子どもの読書ネットワークフォーラム
　子どもの読書活動に取り組む団体のネットワ
ーク化を図る。
●日　時　平成27年1月18日（日）　13:00～16:30
●会　場　アルファあなぶきホール　大ホール
●内　容　講演　　講師　阿刀田　高　氏
　　　　　パネルディスカッション

　平成25年度の募金額は総額4,108,689円となり、福島
県高Ｐ連へ第６次配分として贈呈されました。震災発生
から３年以上経過しましたが、被災地の復旧・復興は依
然として道遠く、全国高Ｐ連では、義援金の募金活動を
継続します。（この募金活動は本県を始め全国の各単Ｐ
から募り、被災地の高Ｐ連に贈呈されています。）

「東日本大震災」義援金報告と募金活動の継続

平成28年度 香川大会日程決定！

第58回中国・四国地区高等学校PTA連合会大会香川大会
高Ｐ連より（（一財）香川県高等学校教育振興会主催）

第21回大学・専門学校訪問研修会

全国高Ｐ連より 県教育委員会より県教育委員会より
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香川県高等学校PTA活動推進功労者表彰式及び高P連総会
一般財団法人香川県高等学校教育振興会定時評議員会

PTA会長等研修講演会報告

平成26年度

役員名簿役員名簿

「日本社会の変容と教育の課題」東京大学大学院教育学研究科教授　本田　由紀　氏

　
県
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
事

業
で
あ
る
『
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
等
研
修

講
演
会
』
が
、
７
月
29
日
、
ミ
ュ

ー
ズ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
「
日
本
社
会
の
変

容
と
教
育
の
課
題
」
と
題
し
て
、

本
県
出
身
者
の
東
京
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科
教
授
、
本
田
由
紀

氏
に
よ
る
講
演
で
し
た
。

　
本
田
先
生
は
、
徳
島
県
の
生
ま

れ
で
す
が
、
生
後
す
ぐ
か
ら
県
立

高
松
高
校
卒
業
ま
で
を
香
川
県
で

過
ご
し
、
東
京
大
学
卒
業
後
、
２

０
０
８
年
よ
り
同
大
学
院
教
授
と

し
て
活
躍
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
間
、
数
多
く
の
著
書

を
刊
行
さ
れ
、
特
に
、
２
０
０
６

年
に
刊
行
し
た
「
ニ
ー
ト
っ
て
言

う
な
」
は
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま

し
た
。

　
今
回
の
講
演
で
は
、
「
教
育
の

現
状
と
見
失
わ
れ
た
学
び
の
意

義
」
の
中
で
、
現
在
の
生
活
や
将

来
の
仕
事
に
役
に
立
つ
具
体
的
な

知
識
や
技
能
を
形
成
す
る
学
校
に

お
い
て
、
「
教
育
時
間
の
少
な

さ
」
と
高
校
生
の
「
学
習
意
欲
の

低
さ
」
が
、
教
育
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
「
学
校
教
育
の
時
間
の

少
な
さ
」
に
つ
い
て
は
、
「
第
２

回
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
国
際
教
員
指
導
環
境

調
査
（
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
）
２
０
１
３

年
『
教
員
の
仕
事
時
間
』
」
の
デ

ー
タ
を
基
に
、
日
本
の
教
員
の
仕

事
時
間
の
中
で
一
般
的
事
務
業
務
、

及
び
課
外
活
動
指
導
時
間
が
世
界

の
教
員
と
「
通
常
の
一
週
間
」
の

平
均
を
比
較
し
た
場
合
、
２
〜
３

倍
と
際
立
っ
て
高
く
、
学
校
に
お

け
る
教
員
の
教
育
以
外
の
業
務
の

多
さ
を
指
摘
し
、
こ
れ
ら
の
背
景

に
あ
る
「
教
員
の
多
忙
さ
と
職
務

範
囲
の
無
限
定
さ
を
解
消
す
べ
き

で
あ
る
」
と
提
言
し
ま
し
た
。

　
次
に
「
学
習
意
欲
の
低
さ
」
に

つ
い
て
は
、
高
校
生
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
（
理
由
）
の
結
果
、

自
分
の
適
性
や
就
き
た
い
職
業
、

進
み
た
い
専
門
分
野
が
わ
か
ら
な

い
た
め
、
勉
強
す
る
意
義
や
意
欲

が
わ
か
な
い
と
半
数
以
上
が
回
答

し
た
。
こ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、

高
校
教
育
が
普
通
科
に
偏
っ
て
い

る
現
状
が
あ
り
、
そ
の
見
直
し
が

急
務
で
あ
る
と
指
摘
し
、
「
生
徒

の
適
性
を
見
極
め
、
進
み
た
い
分

野
（
職
業
科
教
育
）
の
充
実
を
図

り
、
日
本
社
会
の
変
容
に
対
応
で

き
る
『
高
校
教
育
の
変
革
』
が
必

要
で
あ
る
」
と
提
言
し
ま
し
た
。

　
本
田
先
生
の
デ
ー
タ
に
基
づ
く

熱
心
な
講
演
に
、
頷
き
な
が
ら
聞

き
入
る
方
の
姿
を
多
く
見
か
け
、

充
実
し
た
研
修
講
演
会
が
開
催
で

き
た
こ
と
を
報
告
し
ま
す
。

　
６
月
11
日
、
ア
ル
フ
ァ
あ
な
ぶ
き
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成

26
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
推
進
功
労
者
表
彰
式
、
高
Ｐ
連
総
会
及
び

一
般
財
団
法
人
香
川
県
高
等
学
校
教
育
振
興
会
定
時
評
議
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
西
村
県
教
委
理
事
を
始
め
、
県
教
育
委
員
会
、

関
係
団
体
等
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
退
任
さ
れ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
推
進
功
労
者
と
し
て
、
表
彰

状
39
名
、
感
謝
状
51
名
、
県
連
本
部
功
労
者
９
名
が
受
賞
さ
れ
、

泉
　
満
会
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
来
賓
祝

辞
の
あ
と
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
三
本
松
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
で

あ
り
、
本
会
副
会
長
で
あ
っ
た
松
崎
朝
浩
様
が
謝
辞
を
述
べ
て

式
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
高
Ｐ
連
総
会
に
お
い
て
は
、

○
25
年
度
事
業
報
告

○
25
年
度
収
支
決
算
、
監
査
報
告

○
26
年
度
事
業
計
画
案

○
26
年
度
収
支
予
算
案

○
26
年
度
役
員
の
選
任

○
「
香
川
県
高
Ｐ
連
だ
よ
り
」
の
発
行
に
つ
い
て

○
第
56
回
中
四
国
地
区
高
Ｐ
連
大
会（
高
知
大
会
）に
つ
い
て

○
第
64
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会（
福
井
大
会
）に
つ
い
て

○
28
年
度
第
58
回
中
四
国
地
区
高
Ｐ
連
大
会（
香
川
大
会
）に
つ

い
て

の
議
案
に
つ
い
て
、
本
会
役
員
よ
り
説
明
・
報
告
の
後
、
審
議

さ
れ
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
教
育
振
興
会
定
時
評

議
員
会
に
お
い
て
は
、

○
25
年
度
事
業
報
告

○
25
年
度
収
支
決
算
、
監
査
報
告

○
理
事
及
び
監
事
の
任
期
満
了
に

　
伴
う
改
選

○
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

の
４
議
案
が
滞
り
な
く
議
了
し
た

の
ち
報
告
事
項
に
移
り
ま
し
た
。

○
26
年
度
事
業
計
画

○
26
年
度
収
支
予
算

○
公
益
事
業
に
つ
い
て

　
以
上
を
も
っ
て
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

役職名

会　長

副会長

理　事

氏　名

泉　　　満

松村　　猛

小林　康則

市原　伸作

丸谷　照代

林　　昌子

植田　昌和

西本　昌嗣

森末　文徳

所属校

高　松　南

三　本　松

香 川 中 央

高　　　松

石　　　田

高 松 工 芸

坂 出 工 業

丸　　　亀

善通寺第一

所属校役職名

顧　問

会　長

会　長

校　長

校　長

会　長

会　長

会　長

会　長

役職名

理　事

常務理事

監　事

顧　問

氏　名

香川　泰造

三宅　泰弘

吉田　莞爾

栗林　　哲

森　　雅登

井上　直樹

鵜川　耕司

藤原　　力

綾田　福雄

所属校

観音寺第一

観音寺中央

高 松 中 央

坂 出 第 一

盲

高Ｐ連事務局

高　松　西

丸 亀 城 西
元高Ｐ連会長
（大手前高松）

所属校役職名

校　長

会　長

校　長

校　長

校　長

事務局長

会　長

会　長

顧　問

平成26年度　一般財団法人
香川県高等学校教育振興会

役職名

理事長

常務理事

理　事

監　事

氏　名

泉　　　満

井上　直樹

市原　伸作

横山　賢治

香川　泰造

竹本　惠一

吉田　莞爾

鵜川　耕司

藤原　　力

所属校

高　松　南

振興会事務局

高　　　松

高 松 商 業

観音寺第一

高 松 第 一

高 松 中 央

高　松　西

丸 亀 城 西

所属校役職名

顧　問

事務局長

校　長

校　長

校　長

校　長

校　長

会　長

会　長

平成26年度　香川県高等学校PTA連合会

的
な

校
に

少
な

欲
の

課
題

。間
の

第
２

環
境

１
３

の
デ

の
仕

業
務
、

世
界

」
の

〜
３

き
入
る
方
の
姿
を
多
く
見
か
け
、

充
実
し
た
研
修
講
演
会
が
開
催
で

き
たたた
ここ
と
こ
と
こ
と

報報
を
報
を
報
を
報
を
報
告告告告
し
告
し
告
し

すす
ま
す
ま
す
ま
す
ま
す
。
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正
門
か
ら
続
く
銀
杏

と
ア
メ
リ
カ
ン
ポ
プ
ラ

の
並
木
通
り
、
そ
の
先

に
校
舎
が
見
え
、
ま
ず

最
初
に
南
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ら
聞
こ
え
る
野
球
部

員
の
声
が
出
迎
え
て
く

れ
ま
す
。
校
舎
か
ら
見
え
る
風
景
は
、
南
に
、

『
二
十
四
の
瞳
』
の
舞
台
と
な
っ
た
田
ノ
浦
半

島
と
内
海
湾
、
そ
の
先
端
に
あ
る
岬
の
分
教
場
。

北
に
は
四
季
彩
に
変
化
す
る
寒
霞
渓
。
海
と
山

に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
小

豆
島
の
生
徒
た
ち
は
、
文
武
両
道
で
頑
張
る
と

と
も
に
、
地
域
の
人
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
５
月
、
３
歳
か
ら
５
歳
の
園
児
を
迎
え
、
手

を
つ
な
ぎ
、
時
に
は
園
児
を
抱
き
か
か
え
競
技

す
る
体
育
祭
。
地
域
の
商
工
会
や
自
治
会
と
の

交
流
の
場
で
も
あ
る
醤
の
郷
ま
つ
り
や
オ
リ
ー

ブ
収
穫
祭
、
オ
リ
ー
ブ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
接
待

（
お
も
て
な
し
）
。
ま
た
、
近
く
を
流
れ
る
片

城
川
の
清
掃
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　
全
定
合
わ
せ
て
生
徒
数
３
０
０
人
の
学
校
で

す
が
、
島
の
子
ど
も
た
ち
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と

は
、
学
年
を
超
え
、
ク
ラ
ス
間
に
壁
を
作
ら
ず
、

協
力
し
合
い
、
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
い
、
相

手
に
エ
ー
ル
を
送
り
な
が
ら
互
い
に
互
い
を
高

め
あ
う
と
こ
ろ
で
す
。
島
の
風
土
、
文
化
が
、

そ
の
気
質
を
培
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
は
、
体
育
祭
の
玉
入
れ
や
フ

ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
参
加
す
る
な
ど
学
校
行
事
に

も
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
育
成
の
た
め
に
さ
ら
に
積
極
的
に
活
動
し
た

い
と
の
声
が
高
ま
り
、
昨
年
度
の
文
化
祭
で
は

校
章
の
紅
葉
を
簡
略
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
７
色
の

カ
ー
ド
を
作
り
、
「
親
か
ら
子
ど
も
へ
の
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
題
し
、
文
化
祭
の
テ
ー
マ
で

も
あ
る
『
Ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｂ
ｏ
ｗ
　
Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
』
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
作
り
ま
し
た
。
親
子
に
し
か

分
か
ら
な
い
よ
う
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
書
い
て
い

た
の
で
、
何
人
も
の
子
ど
も
た
ち
が
足
を
止
め
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
探
し
、
じ
っ
と
読
ん
で

い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
今
年
の
文
化
祭
で

は
バ
ザ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
た
め
に
、
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
な

が
ら
、
教
師
と
親
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
、
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
昭
和
52
年
、
知
的
障

害
児
の
学
校
と
し
て
産

声
を
上
げ
、
長
尾
と
な

じ
み
深
い
竹
の
子
を
模

し
た
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
た
け
く
ん
・

の
こ
ち
ゃ
ん
」
が
こ
れ

ま
で
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
小
・
中
・
高
の
三
学
部

で
合
計
１
３
５
名
が
在
籍
し
、

歩
み
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
竹

の
子
の
如
く
日
々
成
長
を
続

け
て
い
ま
す
。

　
三
学
部
あ
る
こ
と
の
利
点

を
生
か
し
、
継
続
し
た
支
援

の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
は
社

会
生
活
に
必
要
な
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
一

つ
の
柱
と
し
て
、
日
々
学
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
集
大
成
的
な
学
習
と
し
て
「
現
場
実
習
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
校
内
で
の
作
業
学
習

を
経
て
、
実
際
の
企
業
や
福
祉
施
設
へ
行
き
、

よ
り
社
会
で
必
要
な
力
を
身
に
付
け
て
い
く
学

習
で
す
。
高
２
で
２
週
間
の
実
習
を
２
回
、
高

３
で
３
週
間
の
実
習
を
２
回
、
計
４
回
10
週
間

実
施
し
ま
す
。

　
20
分
の
徒
歩
で
の
通
勤
で
、
ば
て
て
し
ま
う

生
徒
。
う
ま
く
い
か
な
い
イ
ラ
イ
ラ
を
人
に
ぶ

つ
け
て
し
ま
う
生
徒
。
職
場
で
叱
ら
れ
て
落
ち

込
む
生
徒
。
仕
事
を
覚
え
て
積
極
的
に
な
る
生

徒
。
お
客
さ
ん
の
一
言
に
喜
び
を
感
じ
る
生
徒
。

家
で
の
夕
食
で
疲
れ
を
癒
す
生
徒
。

　
実
習
を
終
え
た
生
徒
た
ち
の
顔
は
、
自
信
に

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
新
た
な
課

題
に
向
け
、
学
習
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
現
場

実
習
で
の
成
長
が
そ
の
ま
ま
一
般
就
労
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
生
徒
も
い
ま
す
。

　
さ
て
、
保
護
者
と

い
え
ば
、
た
だ
指
を

く
わ
え
て
成
長
を
見

守
っ
て
い
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
学
校

行
事
の
お
手
伝
い
は

も
と
よ
り
、
ベ
ル
マ

ー
ク
を
き
れ
い
に
切

る
細
か
い
作
業
や
地

域
行
事
に
参
加
し
て

声
を
張
り
上
げ
て
の

バ
ザ
ー
活
動
な
ど

多
々
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
何
よ
り

も
目
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
る
福
祉
情
勢
を
し

っ
か
り
と
理
解
す
る

こ
と
は
、
在
学
中
及

び
卒
業
後
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
施
設
見
学
な
ど
の

学
習
会
や
在
住
す
る
市
町
へ
質
問
や
意
見
を
述

べ
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
障
害
児
・
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
十
分
に

整
っ
て
い
る
と
は
ま
だ
言
え
ま
せ
ん
。
子
ど
も

た
ち
の
頑
張
り
、
そ
し
て
成
長
を
学
校
の
中
だ

け
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
子
ど
も
と
保

護
者
が
手
を
つ
な
ぎ
、
大
き
な
輪
と
な
り
な
が

ら
、
雨
後
の
竹
の
子
の
よ
う
に
成
長
し
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

保護者の学習会（施設見学）

高２現場実習（箱折り）
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台
風
８
号
接
近
の
中
、
開
催
県
は
も
と
よ
り
各
県
に
お
い
て

も
様
々
な
心
配
は
あ
り
ま
し
た
が
、
７
月
11
日
（
金
）
、
日
程

を
一
部
変
更
し
て
高
知
県
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
高
知
大
会

が
開
催
さ
れ
、
香
川
県
よ
り
36
校
69
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
緑
の
山
か
ら
青
い
海
へ
」
〜
夢
を
つ
な
い
で
未
来
へ
〜
を

テ
ー
マ
に
、
開
会
行
事
の
後
、

名
古
屋
商
科
大
学
硬
式
野
球
部

監
督
（
元
Ｐ
Ｌ
学
園
野
球
部
監

督
）
の
中
村
順
司
氏
を
講
師
に

『
野
球
と
私
』
と
い
う
演
題
で

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
桑

田
・
清
原
の
「
Ｋ
Ｋ
コ
ン
ビ
」

を
始
め
、
数
々
の
超
高
校
級
の

選
手
を
育
て
た
名
将
の
甲
子
園

大
会
で
の
秘
話
に
は
心
温
ま
る

も
の
が
あ
り
、
座
右
の
銘
で
あ

る
「
球
道
即
人
道
」
に
、
野
球

を
通
し
て
の
人
間
形
成
と
い
う
強
い
意
志
を
感
じ
ま
し
た
。

　
昼
食
は
、
「
と
さ
っ
子
駅
弁
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
の
『
と
さ
べ
ん
』
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

研
究
協
議
が
行
わ
れ
、
島
根
県
立
松
江
北
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長

布
野
由
美
氏
に
よ
る
「
家
庭
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
〜
歴
史
と
伝
統

が
は
ぐ
く
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
〜
、
山
口
県
立
防
府
商
工
高
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
　
財
満
謙
太
郎
氏
に
よ
る
「
生
徒
指
導
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」

〜
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
通
し
て
の
生
徒
指
導
〜
、
高
知
県

立
嶺
北
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
　
高
石
清
賢
氏
に
よ
る
「
高
校
再

編
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
」
〜
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
41
」
地
域
振
興
の
要
は
健

全
な
高
校
存
続
〜
と
題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
実
践
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
の
学
校
に
も
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
自
ら
進
ん
で
参
加
し
、
自
ら
学
び
、
熱
意

あ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
意
味
と
価
値
が
あ
る
と
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
活
発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

し
た
　
閉
会
行
事
で
は
、
中
国
・
四
国
地
区
高
Ｐ
連
　
生
永
慎
一
会

長
の
挨
拶
の
後
、
次
年
度
開
催
の
岡
山
県
へ
と
バ
ト
ン
が
渡
さ

れ
、
今
大
会
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
大
会
で
は
、
高
校
生
に
よ
る
発
表
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
し
、

何
よ
り
練
習
を
重
ね
て
き
た
高
校
生
に
と
っ
て
は
残
念
で
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
何
か
の
機
会
で
ぜ
ひ
ご
縁
が
あ
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

　
８
月
22
・
23
日
、
大
会
テ
ー
マ
「
教
育
と
考
福
〜
未
来
に
引
き
継
ぐ
　
知
と
恵

み
〜
」
の
も
と
、
第
64
回
全
国
高
Ｐ
連
大
会
福
井
大
会
が
、
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
を

主
会
場
に
開
催
さ
れ
、
香
川
県
よ
り
30
校
60
名
が
参
加
、
全
国
よ
り
約
9
5
0
0

名
が
集
い
ま
し
た
。

　
22
日
、
開
会
式
・
表
彰
式
の
後
、
脳
科
学
者
　
茂
木
健
一
郎
氏
に
よ
る
『
今
求

め
ら
れ
る
考
福
脳
〜
脳
科
学
者
か
ら
の
提
案
』
と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
「
欠
点
の
す
ぐ
そ
ば
に
長
所
が
あ
る
」
こ
れ
は
自
分
の
個
性
を
認
め
る
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
適
材
適
所
の
言
葉
ど
お
り
、
人
の
話
を
よ
く
聞
き
、
人
の
能
力

を
見
極
め
る
力
を
つ
け
、
全
部
自
分
一
人
で
や
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
長
所
を

引
き
出
し
て
チ
ー
ム
で
や
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
、
初
め

て
の
こ
と
や
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
時
、
ま
た
、
で
き
な
い
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
時
に
脳
は
喜
び
、
感
動
し
、
ド
ー
パ
ミ
ン
が
出
る
。
他
人
を
羨
ま

し
い
と
考
え
ず
、
今
の
状
態
が
幸
せ
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い

う
「
学
び
と
幸
せ
」
に
つ
い
て
の
講
演
で
し
た
。
テ
レ
ビ
等
で
拝
見
す
る
以
上
に

気
さ
く
な
雰
囲
気
に
あ
ふ
れ
、
大
き
な
手
振
り
で
愉
快
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な

が
ら
、
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
分
科
会
は
７
会
場
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
「
全
国
高
Ｐ
連
研
究

発
表
」
で
は
、
進
路
対
策
委
員
会
（
25
年
度
は
本
県
泉
会
長
が
所
属
）
に
よ
る
研
究

発
表
と
し
て
、
第
１
部
「
第
６
回
高
校
生
と
保
護
者
の
進
路
に
関
す
る
意
識
調
査

2
0
1
3
か
ら
〜
社
会
環
境
の
変
化
と
進
路
選
択
〜
」
と
題
し
、
（
株
）
リ
ク
ル

ー
ト
　
小
林
　
浩
氏
に
よ
る
調
査
結
果
に
基
づ
く
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
続
く
第

２
部
で
は
高
校
生
・
保
護
者
・
教
員
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
「
進
路
選
択
と
親
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
座
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
本
音
の
思
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
共
感
で
き
る
部
分
・
改
め
た
い

部
分
等
、
自
分
の
状
況
に
置
き
換
え
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
座
談
会
で
し
た
。

　
翌
23
日
は
、
パ
ワ
フ
ル
で
素
晴
ら
し
い
高
校

生
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
り
、
恐
竜
発
掘

件
数
日
本
一
を
誇
る
福
井
県
の
県
立
恐
竜
博
物

館
の
特
別
館
長
　
東
　
洋
一
氏
に
よ
る
『
福
井

の
恐
竜
』
〜
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
世
界
へ
〜
と
題

し
た
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
発
掘
の
歴
史

を
紐
解
き
な
が
ら
、
実
際
の
発
掘
の
様
子
な
ど

を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
後
は
閉
会
式
に
移
り
、
福
井
大
会
実
行

委
員
長
よ
り
参
加
の
皆
様
へ
感
謝
の
言
葉
が
述

べ
ら
れ
、
次
期
開
催
地
の
岩
手
県
へ
と
高
Ｐ
連

旗
が
引
き
継
が
れ
、
盛
況
の
中
閉
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
成
長
と
幸
福
を
実
現
す
る
た
め
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
求
め
ら
れ
る
役
割
の
重
さ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

全
国
高
Ｐ
連

会
長
表
彰

〜
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

　
福
井
大
会
に
お
い
て
香
川
県
か

ら
受
賞
さ
れ
た
個
人
・
団
体
表
彰

者
（
校
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
個
人
表
彰

・
松
崎
　
朝
浩
　
氏

　
（
三
本
松
高
校
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　
　
　
　
単
Ｐ
副
会
長
１
年

　
　
　
　
単
Ｐ
会
長
２
年

　
　
　
　
県
高
Ｐ
連
副
会
長
２
年

・
山
本
　
昌
司
　
氏
　

　
（
高
松
工
芸
高
校
前
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　
　

　
　
　
　
単
Ｐ
副
会
長
１
年

　
　
　
　
単
Ｐ
会
長
２
年

　
　
　
　
県
高
Ｐ
連
理
事
１
年

　
　
　
　
県
高
Ｐ
連
副
会
長
１
年

　◆
団
体
表
彰

・
香
川
県
立
高
松
桜
井
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
香
川
県
立
善
通
寺
第
一
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

第56回 中国・四国地区高等学校PTA連合会大会　　　大会報告高知

第64回 全国高等学校PTA連合会大会　　　大会報告会

よしう気

会

しう気
さ
く
な

福井

高松桜井高校
松岡会長

善通寺第一高校
森末会長




